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「時間だけが早く過ぎる」

「それでも前を向いて」

熊本教区

　熊本県大津町・光尊寺門徒の郷テルミさん

忌に続いて熊本別院の法要に齊藤真住職と共
に参拝した（写真）。
　尚子さんは、南阿蘇村立野地区で一緒に暮

亡くした。「こたつを挟んで母と一緒に寝て

は下敷きとなり、その後ははっきりと覚えて
いない。あれから早２年。母を亡くした悲し
みはいつまでも変わらないが、それでも前を
向いていかねばと思う。私が弱気になると祖
母も心配するだろうし」と語る。
　テルミさんは「私の家も被害を受けたので、
今は孫とは別々の仮設住宅で暮らしている。
なるべく孫たちに世話にならないように、元
気でいなければという気持ちで生かさせても
らっている」と語っていた。


